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創立70周年記念講演会

王子法人会創立70周年記念講演会では、渋沢栄一氏の玄孫であ
り、実業家の渋沢健氏を招き『「論語と算盤」により～未来を拓く～』と
いう題目でご講演頂いた。

渋沢健氏は2001年に自身の会社を設立する際、高祖父である渋沢栄
一が遺した言葉が、現代になってより意味をもつようになったと感じたという。
例えば、「そもそも銀行は大きな川のようなものだ。役に立つことは限りない。
しかしまだ銀行に集まってこないうちの金は、溝に溜っている水やぽたぽた
垂れているシズクと変わりない」と述べており、利益は、一部の人に流れるも
のではなく、多くの人の成長のためにあることが必要であるという、合本主
義（日本の資本主義の原点）の思想を端的に示す。一方、現代における資
本主義は、格差社会、ブラック企業、環境破壊を源として、とくに若手世
代での失望感は広がっているが、健全な資本主義により、小さな一滴一滴
のしずくが大河なれば、より良い未来を築くことができるはずだ。

渋沢栄一の著書『論語と算盤』における重要な２点を、現代的に解釈
すると「サスティナビリティ」と「インクルージョン」であり、岸田総理が掲げる
「新しい資本主義」に通ずるという。具体的には、機会は万人に対して
平等であり、金銭的な資本向上でなく人的資本の向上を目的とすることで、
成長から分配、分配から成長の好循環が生まれる。確かに、「算盤」が
できなければ持続可能にならないし、「論語」しか読めないもの持続可能
性に乏しい。

加えて『論語と算盤』を平仮名一文字に集約すると、「か（or）」、「と
（and）」だという。「か」の力は、今あるものの中での選択であり、比較
検討する力はつくが、新しいものを生み出すクリエイションは生まれない。
「と」の力は優劣の関係ではなく、一見矛盾していることを両立させ、フィッ
トの関係をひらめく創造力である。渋沢氏いわく、「と」の力は時代が大き
く変わるときに新しい価値をつくるうえで重要な力だという。

人間は現状から一直線で未来を考える傾向があり、少子高齢化が進む
日本の未来は暗いと思う人がいるかもしれない。マーク・トウエインという歴
史家が、「History doesn’t repeat itself, but it does rhyme.（歴史は
繰り返すことはないが、韻を踏む。）」と述べているが、渋沢氏いわく、日本
の歴史の周期性は30年ごとに破壊と繁栄を繰り返しているという。1990年
のバブル崩壊以後、日本は失われた30年と言われるようになったが、2020
年以降、日本は新しい時代、繁栄の30年に入るといえよう。

日本の人口構成は、1930年にはピラミッド型、1960年には釣り鐘型、1990
年にはひょうたん型、令和時代は逆ピラミッドになることが予測されており、ど
う考えても日本に未来は無いようにみえる。
一方で、世界に目を向ければ、大きな人口を抱えるインド、アフリカにす

む人々の年齢の中央値は20代であり、これから30年で、アフリカの人口は
13億人から25億人程度に増えることが予想されており、世界経済のマジョ
リティはまだまだ若いといえる。また、開発途上国であるほど、社会的・環
境的課題を抱えているため、SDGs（持続可能な開発目目標）は世界が成
長するうえで、重要な国際社会のテーマである。したがって、「と」の力に
よる創造力で、世界の人々の大勢の人の暮らしを支える可能性はたくさん
ある。
昭和は”Made in Japan”とい

われ、平成は”Made by Japan”
へとモデルチェンジしたが、令和は
”Made with Japan”という流れが
できるよう、日本の若い創造力が国
際社会で活躍できる環境を整えるこ
とが重要だ。

沼野井 諭公益事業推進委員

会場の様子

講師 渋澤 健 氏

於：北とぴあ 13F 飛鳥ホール令和3年11月15日（月）　

「税を考える週間　公開特別講演会」
創立70周年記念講演会

『渋沢栄一の
 「論語と算盤」により
　　           ～未来を拓く～』

矢口副会長より花束贈呈

田村会長の挨拶

講師の渋沢 健氏

言葉という財産

新しい資本主義で必要なこと

論語と算盤を一文字に「と」の力、and「か」の力or

歴史の周期性

「と」の力で日本の未来を描く
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70周年記念式典

田村会長の式辞

　当会は昨年、創立以来、諸先輩方や地域の皆様に支えられ、70周年を迎えることができました。
一年遅れとなりましたが、去る11月15日（月）、ご来賓をお迎えし、北とぴあ飛鳥ホールにて70周年式典を開催させてい
ただきました。

令和3年11月15日（月）
於：北とぴあ 飛鳥ホール

会場の様子

地区長の皆様 地区功労者の皆様 顧問・相談役・参与の皆様

鈴木副会長の開式の言葉

森地区長の謝辞

松﨑東法連副会長

田中副会長の閉式の言葉

川嶋北都税事務所長 花川北区長 髙橋王子税務署長

王子法人会 70周年記念式典
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王子税務署納税表彰式

令和3年度
納税表彰 受彰者決まる

納税道義の昂揚や税務行政に多大な貢献をなされた方々の永年の功績が評価されて、名誉ある受彰となったものです。
受彰者の皆様に心よりお祝い申し上げ、ここにご紹介いたします。

東京国税局長感謝状 東 京 国 税 局 長 納 税 表 彰

田 中 昌 史 副会長

王 子 税 務 署 長 表 彰 状

瀧 澤  敏 雄
副会長

山 本  宏 子
副会長

栗 原  隆 二
常任理事

髙 木  弘 明
常任理事

小 暮  武 久
理　事

飯 村  英 子
理　事

王 子 税 務 署 長 感 謝 状 北都税事務所税務功労者感謝状

大石 隆太郎
常任理事

佐 藤  浩 文 棚 木  亀 治 殿 塚  弘

公益社団法人王子法人会
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令和4年度税制改正に関する提言
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令和4年度税制改正に関する提言



玉嶋副部会長より受賞作品の発表

参加賞▶
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女性部会主催 令和3年10月12日（火）
於：北とぴあ 14階 スカイホール



コロナ禍により２年ぶりの第15回法人会全国女性フォー
ラムが新潟で11月16日に開催されました。
王子法人会からは山村部会長他3名で参加させていただ
きました。今回は久々の女性フォーラムということもあり、
主催者、また、我々参加者も共に待ちに待った大会でした。
会場は全国から1,200名の参加者の熱気にあふれ、盛大
に行われました。
第一部記念講演会は、文化庁前長官　宮田亮平氏による「と

きめきのとき」というテーマでお話をしていただきました。
東京藝術大学前学長であられた氏は、さまざまなイベン
トの審査員なども経験なさっていて、大変興味深いお話を
聞くことができました。中でも今夏の東京オリンピックの
エンブレム選定のお話は、私達の記憶にも新しく、一層関
心をもって耳を傾けました。
第二部式典は、全国法人会総連合女性部会連絡協議会
会長　酒井喜代子氏の歓迎の挨拶に始ま
り、スローガン「わたしたち法人会女性
部会は法人会組織の一員として研修、交
流を通じた部会員の資質向上と社会への
貢献をめざす法人会活動の充実に努めま
す」の唱和は、会場いっぱいに参加者全
員の声が響き、力がみなぎりました。
新潟県は、日本海に総延長635kmの海

稲穂の国 新潟で羽ばたく女性の力
令和3年11月16日（火）
於：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター

令和3年11月25日（木）26日（金）
於：佐賀市文化会館

コロナ禍で2年ぶりの開催となった全国青年のつどいに、部会
を代表して参加しました。
初日の部会長サミットは、今回は直近および現役の全法連青連協会長によるパネル
ディスカッション形式となり、青年部会の運動3本柱である「租税教育」「会員増強」「健

康経営」について経験談・意見を伺うことが
できました。
2日目は全国各ブロックから選抜された11
単位会からの租税教育活動プレゼンテーショ
ンと、来年から本格開催する健康経営大賞の
プレ大会としての事例発表がありました。
租税教育活動については、王子の活動はコ
ロナ禍でも実績を挙げた事例としてアピール
できると感じました。
健康経営についても取り組みを求められて
おり、部会内で議論を開始しました。
次回は2022年11月24・25日沖縄で開催です。
現役・OB多くの方と一緒に参加したく思い
ます。

常任幹事 堀井 泰江

部会長 中平 拓司
学校における租税教室は一定の効果を上げている

ロビーの様子

今大会のスローガン

「つなぐ」
 ～維新のちから 輝ける大切な未来へ～

全国女性フォーラム 新潟大会

全国青年の集い佐賀大会

岸線を有し、豊かな大地と自然に恵まれ、全国有数の米ど
ころ、酒どころです。そのような立地から新鮮な魚の種類
も多岐に渡り、新潟来訪は「食」への期待も大きなものがあ
りました。
第三部懇親会は、着席で美味しいお弁当をいただく形で、

しばし歓談後、閉会となりました。
来年の女性フォーラムは、ふじのくに静岡大会です。

2022年4月14日
の再会を約束し
て、別れを惜し
みながら会場を
後にしました。

98 98



令和 3年度の KITAXウォークラリーは、飛鳥山公園周辺に7カ所のクイ
ズスポットを設け、渋沢栄一に関する虫食いクイズを出題しました。応募数
457 名に対して当選者 100 名という結果でした。沢山の方に応募いただきま
したことを改めて御礼申し上げます。賞品贈呈は、コロナ禍という状況を鑑
みて、30 分区切りで 30 ～ 40 名の方に来場いただき、混雑もなくスムーズに
お渡しできました。子どもさんの喜ぶ姿を見て、心が温まるとともに、「夢七訓」
を頭の片隅にでも残していただければ嬉しい限りです。そして、私自身も「夢
七訓」を心に刻み、初心を忘れず仕事に取り組みたいと思いました。

受付にて

賞品贈呈

親子租税教室きたっくす税金川柳

10

令和3年11月6日（土）
於：北とぴあ 飛鳥ホール きたっくすウォーク実行委員長 沼野井 諭
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参加者で記念撮影

昨年に続いて開催した税金川柳コンテスト、おかげさま
で今年は昨年を上回る応募をいただきました。
青年部会員による1次選考と王子税務署長・北都税事務

所長・田村会長による最終選考で選ばれた24作品の表彰
式を、去る11月6日に北とぴあ 飛鳥ホールで行いました。
ご兄弟・ご姉妹で入選した方、2年連続で入選した方、同
時開催のウォークラリーにも当選した方もいて、ご本人だけ
でなくご家族にもたいへん喜んでいただきました。

親子租税教室きたっくす税金川柳
令和3年11月6日（土）
於：北とぴあ 飛鳥ホール

ウォークラリーと同様、今後も定着させるべく改善を図りたく思
います。作品はホームページにも公開しています。

部会長 中平 拓司
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 王子税務署からのお知らせ  



 王子税務署からのお知らせ  

1312 1312
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北都税事務所／ハローワークからのお知らせ 
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公益事業
推進委員会

“やらないともったいない”充実の講習会

令和3年9月7日（月）～10月28日（木）　於：Zoom
Zoomによる「令和3年度3級簿記講習会」

講習会で使われたテキストと問題集

9月7日（火）～ 10月28日（木）の15日間、Zoomによる「令
和3年度3級簿記講習会を開催、7名の参加者の方が最後ま
で受講して下さいました。
講師には、東京税理士会王子支部より現役の税理士さん
をお迎えし、より実践的な内容の講習会となりました。

本番の試験では講習会で頑張った成果を十分に発揮され
たことと思います。
皆さんの合格をお祈りしています。



テーマは自由です。
採用された方には

もれなくクオカードを贈呈。

Androidの場合はAndroidマーケットから
PDF読取り用アプリをダウンロードして下
さい。（Adobe Reader 等）

読 者 投 稿 大 歓 迎

右記のQRコードよりアクセス
してキツネ通信をお読みいた
だけます。

スマホでキツネ通信

https://www.oji-hojinkai.
or.jp/kitakitsune/
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インフォメーション／編集後記

講　師／作家・心理学者、早稲田大学オープンカレッジ講師　春香 葉子 氏
日　時／令和4年1月18日（火）午後2時00分～
会　場／北とぴあ 13階 飛鳥ホール  北区王子1-11-1

本来ならば今年の夏は、より正確を期すならば「昨年の夏」は、Tokyo2020の試合会
場で取材を行うはずでした。しかし諸々の制限により、軒並み現地取材は中止。結局、
現地観戦できたのは最終日、パラリンピックマラソンだけでした。失意の夏となった
2021年ですが11月末になり、墨田区総合体育館で開催されたボクシング全日本選手権
決勝を現地取材する機会に恵まれました。
金メダルを獲得した入江聖奈選手は75秒で圧勝。並木月海選手も、さすが銅メダル

という試合運びで大会初優勝を果たしました。大会終了後、この2人に加え、大会4連
覇を達成した森脇唯人選手に話を聞くことができまし
た。東京五輪、それに続く世界選手権では不本意な結果
に終わったという森脇選手ですが「仲間に刺激をもらっ
た。来年の国際大会に向けて秘密プランを用意している」
とにやり。選手たちは、すでに来年を見据えている。そ
う思ったら、私も立ち止まっている場合ではないなと、
強く刺激を受けたのでした。2022年は「KITAきつね通信」
で多くの法人会活動をお伝えできるできるよう、祈念い
たします。

渡辺 文重広報委員会 副委員長

王子法人会ホームページアドレス https://www.oji-hojinkai.or.jp/

2月1月
12（水） 女性部会 舞台鑑賞会

18（火） 新春講演会

18（火） 第11回地区役員会

24（月） 決算法人説明会

25（火） 決算法人説明会

25（火） 青年部会新春講演会

26（水） 新設法人説明会

2（水） 女性部会新年賀詞交歓会

9（水） 絵はがき撤去作業

21（月） 決算法人説明会

新春講演会のご案内
『そうだ！働いて幸せになろう！

進化心理学から紐解く人生に奇跡を起こす働き方』








